
環
境
・
公
害
と
教
育

地
域
に
お
け
る
環
境
・
公
害
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

め
ぐ
る
取
り
組
み
と
学
校
・
市
民
教
育
の
現
状

江
見
清
次
郎

一

は
じ
め
に

二
〇
一
三
年
度
は
、
次
の
八
本
の
レ
ポ
ー
ト
が
報
告
さ
れ
た
。

１
．
子
ど
も
を
と
り
ま
く
電
磁
波
環
境
の
悪
化
と
健
康
影
響
（
発
達
障
害

か
ら
生
殖
機
能
の
障
害
、
が
ん
、
電
磁
波
過
敏
症
ま
で
）

加
藤

や
す
こ
（
い
の
ち
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

２
．
あ
お
ぞ
ら
通
信
さ
っ
ぽ
ろ

木
椋

と
し
子
（
札
幌
大
気
汚
染
測
定
連
絡
会
）

３
．
上
川
地
方
に
お
け
る
特
定
外
来
生
物
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

に
関
す
る
取
り
組
み

戸
島

あ
か
ね
（
大
雪
山
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

〈
報
告
：
寺
島

一
男
〉

４
．
野
生
生
物
と
共
存
で
き
る
環
境
リ
テ
ラ
シ
ー
の
醸
成
（
「
世
界
遺
産

の
現
場
か
ら
Ⅴ
」）

金
澤

裕
司
（
羅
臼
町
教
育
委
員
会
）

５
．
北
見
道
路
と
Ｊ
Ｒ
北
海
道

武
田

泉
（
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
）

６
．
泊
原
発
再
稼
働
と
新
規
制
基
準

石
崎

健
二
（
日
本
科
学
者
会
議
北
海
道
支
部
）

７
．
国
立
公
園
に
お
け
る
地
熱
開
発
問
題
を
考
え
る
―
大
雪
山
国
立
公
園

白
水
沢
地
熱
開
発
か
ら
―

寺
島

一
男
（
大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会
）

８
．「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
の
事
典
」
の
編
集
を
終
え
て

日
下

哉
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
北
海
道
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
）

レ
ポ
ー
ト
を
内
容
毎
に
分
類
す
る
の
は
難
し
い
が
、
私
な
り
に
以
下

の
様
に
①
公
害
問
題
、
②
野
生
生
物
・
外
来
生
物
問
題
、
③
大
規
模
開
発

問
題
、
④
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

に
分
け
て
報
告
す
る
。

二

公
害
問
題

１
．
子
ど
も
を
と
り
ま
く
電
磁
波
環
境
の
悪
化
と
健
康
影

響
、
発
達
障
害
か
ら
生
殖
機
能
の
障
害
、
が
ん
、
電

磁
波
過
敏
症
ま
で

加
藤

や
す
こ
（
い
の
ち
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

近
年
、
携
帯
電
話
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
の
脳
腫
瘍
の
増
加
や
、
携
帯
電
話

1
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基
地
局
周
辺
の
住
民
の
間
で
ガ
ン
の
増
加
、
睡
眠
障
害
、
頭
痛
耳
鳴
り
な

ど
の
体
調
不
良
も
増
え
て
い
る
。
国
際
が
ん
研
究
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
は
、

二
〇
一
一
年
に
無
線
周
波
数
電
磁
場
に
つ
い
て
も
「
発
が
ん
性
の
可
能
性
」

を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
携
帯
電
話
を
長
時
間
使
う
と
脳
腫
瘍
に
な
る
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
と
い
う
研
究
が
あ
る
。
子
ど
も
は
頭
蓋
骨
が
小
さ
く
免

疫
系
も
未
発
達
で
、
大
人
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
す
。
携
帯
電
話
基

地
局
か
ら
発
生
す
る
電
磁
場
は
、
携
帯
電
話
よ
り
遙
か
に
弱
い
が
、
そ
れ

で
も
子
ど
も
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
で
あ
る
。
マ
ウ
ス
の
精
子
に

対
し
て
基
地
局
の
電
磁
場
に
被
曝
し
た
マ
ウ
ス
で
異
常
が
顕
著
に
増
加
し

た
。
わ
ず
か
な
電
磁
場
に
反
応
し
て
体
調
不
良
を
起
こ
す
「
電
磁
場
過
敏

症
」
の
発
症
者
が
世
界
的
に
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
の
症
状
は
、
携
帯
電

話
基
地
局
周
辺
で
報
告
さ
れ
た
頭
痛
、
睡
眠
障
害
、
耳
鳴
り
、
集
中
困
難
、

め
ま
い
な
ど
の
症
状
と
共
通
し
て
い
る
。
諸
外
国
で
は
、
対
策
が
取
ら
れ

つ
つ
あ
る
が
、
日
本
で
も
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
現
在
の
被
曝
基
準
値

の
見
直
し
や
学
校
周
辺
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
規
制
値
を
適
用
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。
日
本
の
被
曝
基
準
は
諸
外
国
よ
り
緩
く
設
定
さ
れ､

上
限

を
定
め
た
国
際
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
上
回
っ
て
い
る
。
子
ど
も
達
を
守
る

た
め
に
も
、
予
防
原
則
に
た
っ
て
、
家
庭
や
学
校
で
の
電
磁
場
被
曝
を
減

ら
す
必
要
が
あ
る
。

２
．
あ
お
ぞ
ら
通
信
さ
っ
ぽ
ろ

木
椋

と
し
子
（
札
幌
大
気
汚
染
測
定
連
絡
会
）

会
報
「
あ
お
ぞ
ら
通
信
さ
っ
ぽ
ろ
」
Ｎ
ｏ
．
２
０
（
二
〇
一
三
年
十
一

月
三
日
発
行
）
に
基
づ
き
報
告
さ
れ
た
。
二
〇
一
三
年
六
月
第
二
十
回
二

酸
化
窒
素
（
Ｎ
Ｏ
２
）
測
定
結
果
を
説
明
さ
れ
た
。
測
定
は
六
月
六
日
～

七
日
の
二
十
四
時
間
、
札
幌
市
内
三
八
一
点
、
札
幌
市
外
（
石
狩
市
、
旭

川
市
、
小
樽
市
、
恵
庭
市
、
北
広
島
市
、
江
別
市
、
岩
見
沢
市
、
標
茶
町
、

釧
路
市
、
安
平
町
、
滝
川
市
、
西
興
部
村
、
士
別
市
、
幌
加
内
町
、
苫
小

牧
市
）
六
十
一
点
の
計
四
四
二
点
で
行
わ
れ
た
。
測
定
方
法
は
、
小
型
カ

プ
セ
ル
を
用
い
た
簡
易
測
定
法
で
、
分
析
は
大
気
汚
染
測
定
運
動
東
京
連

絡
会
に
委
託
し
て
い
る
。
測
定
の
参
加
団
体
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
九

団
体
・
グ
ル
ー
プ
（
①
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
関
係
、
②
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
、

③
高
校
教
職
員
グ
ル
ー
プ
、
④
札
幌
北
・
石
狩
健
康
友
の
会
、
⑤
新
日
本

婦
人
の
会
関
係
、
⑥
お
の
ん
（
小
野
）
グ
ル
ー
プ
、
⑦
環
境
未
来
ネ
ッ
ト

札
幌
、
⑧
苫
小
牧
新
婦
人
、
⑨
大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会

で
あ
る
。

結
果
は
、
札
幌
市
内
全
体
の
平
均
値
が
〇
．
〇
二
一
ｐ
ｐ
ｍ
で
、
過
去

一
〇
年
間
で
も
っ
と
も
低
い
数
値
だ
っ
た
。
ワ
ー
ス
ト
上
位
は
交
通
量
の

多
い
幹
線
道
路
と
札
幌
市
中
心
部
に
集
中
し
て
い
る
。こ
の
測
定
運
動
が
、
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大
気
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
環

境
基
準
値
は
、
旧
環
境
基
準
値
よ
り
も
高
い
濃
度
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、

基
準
を
厳
し
く
す
る
よ
う
に
運
動
を
し
て
い
る
。
結
果
に
つ
い
て
、
マ
ッ

プ
に
お
と
す
と
分
か
り
や
す
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

三

野
生
生
物
・
外
来
生
物
問
題

１
．
上
川
地
方
に
お
け
る
特
定
外
来
生
物
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
に
関
す
る
取
り
組
み

戸
島

あ
か
ね
（
大
雪
山
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

報
告
：
寺
島

一
男
）

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
在
来
種
は
、
花
の
受
粉
を
助
け
る
。
特
定
外
来
生
物

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
（
以
下
「
セ
イ
ヨ
ウ
」
と
略
）
は
、
盗
蜜

行
動
に
よ
り
受
粉
を
妨
げ
て
し
ま
い
、
花
と
ハ
チ
の
生
態
を
攪
乱
し
て
し

ま
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
セ
イ
ヨ
ウ
の
上
川
地
方
の
分
布
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
デ
ー
タ
で
説
明
す
る
。
上
川
地
方
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
参
加
者
数
、
セ

イ
ヨ
ウ
捕
獲
数
と
も
に
全
道
の
三
割
く
ら
い
を
占
め
て
い
る
。
東
大
保
全

生
態
学
講
座
か
ら
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
と
、
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
が
訪
花
し
た

花
の
種
類
は
一
一
四
種
類
あ
っ
た
。
セ
イ
ヨ
ウ
が
た
く
さ
ん
捕
れ
た
花
と

し
て
は
、
多
い
順
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
ハ
ゼ
リ
ソ
ウ
、
ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
ク
サ
、

ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
、
エ
ゾ
エ
ン
ゴ
サ
ク
な
ど
だ
っ
た
。
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、

市
街
地
・
畑
地
な
ど
の
開
け
た
場
所
に
セ
イ
ヨ
ウ
が
分
布
を
広
げ
て
い

る
。
大
雪
山
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
と
し
て
は
、
市

民
参
加
に
よ
る
一
斉
防
除
活
動
と
現
地
学
習
会
、
グ
ル
ー
プ
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
花
資
源
調
査
、
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
学
習
会
で
あ
る
。
ま
た
、
道
上
川
振
興

局
と
連
携
し
、
監
視
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。
セ
イ
ヨ
ウ
問
題
が
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
か
、
上
川
地
方
の
私
た
ち
は
ど
う
す
る
か
、
大
雪
山
国
立
公

園
へ
の
セ
イ
ヨ
ウ
の
侵
入
は
食
い
止
め
ら
れ
る
か
、
な
ど
ま
だ
ま
だ
目
は

離
せ
な
い
。
薬
剤
を
使
っ
た
セ
イ
ヨ
ウ
の
新
防
除
法
に
つ
い
て
報
道
が
あ

っ
た
が
、
薬
品
の
鳥
へ
の
影
響
を
心
配
す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

２
．
野
生
生
物
と
共
存
で
き
る
環
境
リ
テ
ラ
シ
ー
の
醸
成

（
「
世
界
遺
産
の
現
場
か
ら
Ⅴ
」）

金
澤

裕
司
（
羅
臼
町
教
育
委
員
会
）

羅
臼
町
で
は
、中
高
生
向
け
の
ク
マ
学
習
は
二
〇
〇
七
年
か
ら
始
ま
り
、

二
〇
一
一
年
に
町
内
全
て
の
中
高
生
が
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
の
全
て
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
体
験
し
て
完
成
年
度
を
迎
え
た
。
二
〇
一
三
年
度
か
ら
幼
稚
園
で

3
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の
ク
マ
学
習
も
始
ま
り
、
小
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
二
校
あ
る
小
学

校
間
で
実
施
す
る
学
年
の
調
整
な
ど
細
か
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

実
施
に
向
け
て
の
準
備
段
階
に
入
っ
た
。
ク
マ
学
習
を
実
際
に
実
施
す
る

の
は
、
公
益
財
団
法
人
知
床
財
団
で
あ
る
。
ク
マ
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
知
床
財
団
の
環
境
教
育
の
専
門
家
と
羅
臼
町
教
育
委
員

会
と
が
協
力
し
て
作
り
上
げ
て
い
る
。
ク
マ
学
習
の
目
標
は
、
①
安
全
を

確
保
す
る
、
②
知
識
理
解
を
深
め
る
、
③
自
然
を
崇
敬
す
る
心
を
育
て
る
、

で
あ
る
。以
上
の
三
つ
の
目
標
が
幼
小
中
高
の
十
五
年
間
を
貫
い
て
い
る
。

実
際
に
行
わ
れ
る
授
業
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
増
減
さ

せ
、
個
々
の
授
業
案
が
作
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
構
造
概
念
と
し
て
は
、
幼

稚
園
で
は
「
安
全
」
を
中
心
に
、
小
学
校
中
学
年
で
は
「
安
全
」
の
他
に

「
生
態
」
に
つ
い
て
中
心
的
に
、
小
学
校
高
学
年
で
は
「
生
態
」
を
中
心

に
、
中
学
一
年
で
は
、
「
生
態
」
の
ほ
か
「
調
査
研
究
」
を
、
中
学
三
年

で
は
「
調
査
研
究
」
を
主
体
に
、
高
校
二
年
で
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
「
ヒ
グ

マ
と
の
共
存
」
に
つ
い
て
学
ぶ
。
ゆ
っ
く
り
で
は
あ
る
が
着
実
に
ク
マ
学

習
の
成
果
は
定
着
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
ク
マ
学
習
の
課

題
、
野
生
生
物
と
ど
う
付
き
合
う
か
に
か
か
わ
り
「
野
生
生
物
観
」
、「
や

せ
細
る
野
生
生
物
体
験
」
、
「
共
存
と
は
何
か
」
、
「
共
存
す
る
こ
と
の
価

値
」
、「
野
生
生
物
と
ヒ
ト
と
の
未
来
」
に
つ
い
て
も
、
説
明
さ
れ
た
。

四

大
規
模
開
発
問
題

１
．
北
見
道
路
と
Ｊ
Ｒ
北
海
道

武
田

泉
（
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
）

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
現
在
の
問
題
と
原
因
を
指
摘
し
た
後
、
二
〇
一
三
年
春

開
通
の
北
見
道
路
１
０
．
４
ｋ
ｍ
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
の
道
路

は
、
ト
ン
ネ
ル
・
橋
多
数
で
工
事
費
四
〇
〇
億
円
か
か
る
が
、
①
希
少
動

植
物
の
生
息
環
境
破
壊
、
②
事
実
上
高
速
道
路
だ
が
、
つ
な
が
る
見
通
し

全
く
無
し
、
③
事
業
者
（
開
発
局
）
側
は
、
一
般
国
道
の
二
次
改
築
（
バ

イ
パ
ス
建
設
）
と
主
張
し
て
い
る
が
、
ど
う
考
え
て
も
単
独
で
は
無
意
味

な
道
路

な
ど
の
問
題
を
指
摘
し
た
。
地
元
住
民
が
住
民
監
査
請
求
を
行

っ
た
が
、
却
下
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
年
度
を
変
え
て
二
度
に
渡
っ
て
札
幌

地
方
裁
判
所
に
住
民
訴
訟
を
提
起
。
被
告
は
高
橋
は
る
み
道
知
事
で
、
論

点
は
、
自
然
保
護
対
策
（
種
の
保
存
条
約
違
反
）
と
道
路
建
設
手
続
き
（
国

幹
会
議
を
経
な
い
で
の
事
実
上
の
高
速
道
路
建
設
）
で
あ
る
。
今
年
に
な

っ
て
、
二
つ
の
裁
判
の
一
審
判
決
が
相
次
ぐ
。
こ
の
う
ち
第
二
次
訴
訟
で

は
請
求
棄
却
も
、
判
決
理
由
で
国
の
説
明
責
任
の
不
備
や
自
然
保
護
対
策
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の
不
徹
底
が
指
摘
さ
れ
る
。
原
告
団
は
控
訴
し
、
札
幌
高
裁
で
審
理
中
で

あ
る
。

ま
と
め
と
し
て
、
道
内
で
道
路
は
既
に
作
り
す
ぎ
で
あ
る
。
大
し
て

渋
滞
は
無
い
。
国
や
自
治
体
、
建
設
業
界
だ
け
が
運
動
し
て
い
る
実
態
（
一

般
道
民
は
知
ら
な
い
）
で
あ
る
。
無
料
開
放
の
高
速
道
路
も
ど
き
の
高
規

格
道
路
を
多
数
建
設
し
て
い
る
（
江
差
道
・
日
高
道
・
留
萌
道
・
紋
別
道

・
広
尾
道
・
名
寄
美
深
道
・
美
幌
バ
イ
パ
ス
・
北
見
道
路
）
。
な
ど
を
指

摘
さ
れ
た
。

五

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

１
．
泊
原
発
再
稼
働
と
新
規
制
基
準

石
崎

健
二
（
日
本
科
学
者
会
議
北
海
道
支
部
）

最
初
に
「
あ
な
た
の
で
ん
き
」
（
北
電
発
行
）
Ｖ
ｏ
ｌ
．
三
三
七
、
二

〇
一
三
年
八
月
号
の
「
と
ま
り
レ
ポ
ー
ト
」
に
基
づ
き
説
明
さ
れ
た
。
こ

の
レ
ポ
ー
ト
は
、
北
電
は
泊
原
発
が
新
規
制
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
審

査
し
て
も
ら
う
た
め
、
原
子
力
規
制
委
員
会
へ
「
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
」

な
ど
の
申
請
を
行
っ
た
こ
と
を
載
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
福
島
第
一
原

発
事
故
を
踏
ま
え
た
対
応
」
、「
新
規
制
基
準
へ
の
適
合
に
向
け
た
主
な
取

り
組
み
」
及
び
「
新
規
制
基
準
の
施
行
か
ら
五
年
間
の
適
用
猶
予
が
設
け

ら
れ
て
い
る
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
原

子
炉
本
体
に
つ
い
て
の
対
策
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
次
い
で
原

子
力
規
制
委
員
会
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、
新
規
制
基
準
の
基
本
的

な
考
え
方
と
主
な
要
求
事
項
を
説
明
し
た
。
こ
の
中
で
、
共
通
原
因
に
よ

る
機
能
喪
失
及
び
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
進
展
を
防
止
す
る
た
め
の
基

準
を
策
定
し
た
と
の
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
子
炉
の
性
能
ア
ッ
プ
に
つ

い
て
は
入
っ
て
い
な
い
。

２
．
国
立
公
園
に
お
け
る
地
熱
開
発
問
題
を
考
え
る

―
大
雪
山
国
立
公
園
白
水
沢
地
熱
開
発
か
ら
―

寺
島

一
男
（
大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会
）

開
発
が
予
定
さ
れ
て
い
る
白
水
沢
（
白
水
川
）
は
、
石
狩
川
の
支
流

で
層
雲
峡
温
泉
の
下
流
二
．
五
ｋ
ｍ
の
地
点
に
合
流
点
が
あ
る
。
地
元
の

上
川
町
は
、
地
熱
開
発
調
査
の
た
め
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
後
北
海

道
が
独
自
事
業
と
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
北
海
道
に
よ
る
地
熱
開
発
計
画

の
前
に
国
立
公
園
の
「
壁
」
が
現
れ
た
。
一
九
七
二
年
、
環
境
庁
と
通
産

省
か
ら
「
国
立
公
園
及
び
国
定
公
園
内
に
お
け
る
地
熱
発
電
開
発
に
関
す

る
了
解
事
項
」
な
る
通
知
が
出
さ
れ
た
。
当
分
の
間
、
国
立
公
園
及
び
国

定
公
園
内
の
景
観
及
び
風
致
維
持
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に

お
い
て
は
、新
規
の
調
査
工
事
及
び
開
発
を
し
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
規
制
緩
和
の
動
き
は
、
福
島
原
発
事
故
な
ど
を
背
景
に
急
加
速
す

5

5 環境･公害と教育



る
。
白
水
沢
の
地
熱
開
発
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
背
景
に
動
き
出
し
て

い
る
。
地
熱
発
電
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
①
自
然
に
与
え
る
影
響
：

騒
音
、
温
排
水
、
周
辺
植
生
、
景
観
な
ど
、
②
地
下
環
境
に
与
え
る
影
響

：
還
元
井
に
大
量
の
硫
酸
が
注
入
さ
れ
る
、
③
温
泉
へ
の
影
響
：
温
泉
に

対
す
る
影
響
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
等
が
あ
る
。

現
在
、
低
温
の
い
わ
ゆ
る
「
温
泉
」
と
区
別
す
る
た
め
に
地
熱
を
別
枠

扱
い
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
目
立
つ
が
、
法
的
に
も
社
会
的
に
も

学
術
的
に
も
、
温
泉
法
の
下
で
一
元
化
し
て
取
り
扱
う
こ
と
の
方
が
よ
り

簡
明
で
取
り
扱
い
や
す
い
。
す
べ
て
の
地
熱
発
電
開
発
に
観
念
的
に
反
対

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
問
題
は
将
来
を
見
据
え
て
ど
の
よ
う
な
選
択

を
、
ど
の
よ
う
に
す
る
か
で
あ
る
。
白
水
沢
の
開
発
で
い
え
ば
、
良
質
な

地
熱
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
開
発
し
て
よ
い
の
か
。
世
界
遺
産
に
値
す
る

優
れ
た
自
然
の
価
値
を
損
な
う
よ
り
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
自
然
に
よ
り
磨

き
を
か
け
て
、
将
来
の
人
た
ち
の
財
産
に
す
る
こ
と
が
、
は
る
か
に
地
域

の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
国
民
に
と
っ
て
も
有
意
義
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

３
．
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
の
事
典
」
の
編
集
を
終
え

て

日
下

哉
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
北
海
道
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
北
海
道
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
は
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
十

五
日
に
本
事
典
を
、
東
洋
書
店
よ
り
出
版
す
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
全
て
の
事
象
と
用
語
、関
連
す
る
環
境
現
象
と
そ
の
用
語
に
つ
い
て
、

千
二
百
項
目
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
太
陽
光
・
熱
、

風
力
、
水
力
、
地
熱
・
温
泉
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
雪
氷
・
冷
熱
な
ど
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
他
、
関
連
す
る
気
象
、
環
境
汚
染
や
公
害
、
生
態
、
法
律

・
条
約
・
政
策
や
教
育
な
ど
、
加
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
を
根
本
か
ら

問
い
直
す
事
に
な
っ
た
フ
ク
シ
マ
事
故
と
原
子
力
分
野
も
科
学
的
に
分
析

・
解
説
し
て
い
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
到
達
点
と
実
践
例
に
つ
い
て
二

百
枚
を
越
え
る
豊
富
な
図
表
・
写
真
と
と
も
に
紹
介
・
解
説
す
る
と
と
も

に
、風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
な
ど
重
要
項
目
に
つ
い
て
は
、

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
別
途
詳
細
に
記
述
、
今
後
の
研
究
の
指
針
と
な
る

よ
う
に
配
慮
し
た
。
編
集
委
員
長
の
ま
え
が
き
で
は
、
「
本
書
は
事
典
で

す
の
で
、
調
べ
物
を
す
る
と
き
に
そ
の
項
目
を
選
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
結
構
で
す
が
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
問
題
を
理
解
す
る
う
え
で
、

小
説
を
読
む
よ
う
に
通
し
て
読
ん
で
い
た
だ
く
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。
」

と
し
て
い
る
。

六

お
わ
り
に

様
々
な
側
面
か
ら
の
環
境
・
公
害
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
が
持
ち
寄
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
の
レ
ポ
ー
ト
の
ほ
と
ん
ど
は
環
境
・
公
害
問
題
に
つ
い
て
の

市
民
運
動
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
具
体
的
な
問
題
が
提
起
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さ
れ
、
学
校
教
育
の
教
材
と
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
議
論
の

特
徴
と
し
て
は
、
問
題
が
市
民
の
方
々
に
十
分
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
事
（
電
磁
波
環
境
問
題
や
北
見
道
路
な
ど
）
、
開
発
を
行
う
側
の
強
い

力
に
よ
っ
て
環
境
へ
の
悪
影
響
を
な
か
な
か
食
い
止
め
ら
れ
な
い
事
（
電

磁
波
環
境
問
題
、
北
見
道
路
）
等
が
上
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
今

回
泊
原
発
、
地
熱
開
発
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
典
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の

レ
ポ
ー
ト
が
三
件
あ
っ
た
が
、
今
後
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
ど
う
し
て
い

く
か
が
課
題
と
し
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
私
た
ち
環
境
・
公
害
教
育
を
す

す
め
る
も
の
と
し
て
は
、
今
後
、
学
校
は
も
と
よ
り
さ
ら
に
広
い
範
囲
で

様
々
な
問
題
が
市
民
の
方
々
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

（
元
北
海
道
大
学
）
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